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の QOL の低下要因 として抑うつや認知機能の低下との関連も示されている。したがって，
QOLの向上という目標は，避けられる身心の不健康状態の予防とともに，ヘルスプロモーシ
ョンにおいてさらに重要なものになってきている。 
近年，高齢者の手段的日常生活活動能力（Instrument Activity of Daily Living: IADL）
が注目されている。IADL は基本的日常生活動作よりも高次の機能で，個人が社会的環境に
適応するための活動能力を反映しており，自立した生活を送るために必要な能力を指す。









































問題点 2  









の心身機能の特徴および QOLとの関連性を検討する。（研究 2） 
目的 3 高齢者における身体機能を評価し，身体機能の面から，精神機能，認知機能の特徴


















第三部は調査研究であり，目的 2-7 を明らかにする。第 1 章では，目的 2 を達成するた
めに，対象者の心身機能を年齢・性別より検討し，QOLとの関連性を明らかにする（研究 2）。 
第 2章では，目的 3を達成するために，対象者の身体機能を客観的に評価し，Asian Working 
Group for Sarcopenia（AWGS）基準を採用し，筋肉量，握力，歩行速度により，サルコペ
ニアと正常群を分類した。高齢者におけるサルコペニアの身体機能，精神機能と認知機能
の特徴を検討する（研究 3）。第 3 章では，目的 4 を達成するために，高齢者の抑うつ傾向
を評価し，高齢者におけるよくうつ傾向抑うつ傾向にある高齢者の身体・認知機能の特徴
を検討する（研究 4）。第 4章では，目的 5 を達成するために，高齢者認知機（MMSE）を評
価し，認知機能と身体機能，精神機能との関連性を横断・縦断研究から検討する（研究 5）。
第 5 章では，目的 6 を達成するために，高齢者の主観的睡眠状態を質問紙で評価し，主観


































必要である。また，GDS-5 は SF-8 PCS の関連要因，GDS-5 と手段的自立性は MCS の関連要
因として抽出された。抑うつの改善・予防，日常生活活動能力の維持・向上は高齢者の QOL
の低下を抑制する可能性が示唆された。 



































第 6 章では，目的 7を解決するために，高齢者の IADL，身体機能，精神機能及び認知機
能を評価し，IADL と身体機能や精神機能，認知機能との関係とその影響力について共分散
構造分析を用いて検討した。仮設モデルを検討した結果，適合度が良いモデルが採用され





















































































































































































































































第 3部の 6つの章では、第 1部で提起された 6つの研究目的（研究 2から研究 7）を解決
するために，福岡市内の有料老人ホームに入居している前期高齢者（女性 26名，平均年齢
69.2 歳）と後期高齢者（女性 60 名，平均年齢 83.7 歳）を対象にした研究が詳述されてい
る。 
 















研究 5 では，MMSE によって対象者の認知機能を評価することで，これらの機能と身体機
能，精神機能との関連性を横断的及び縦断的（1年間）に検討した。その結果，認知機能の
低下は，教育年数の低さといった個人属性に加え，握力及び歩行速度，骨格筋量などの低









研究 7 では，高齢者の IADL に着目し，脳実行機能系などで測定される身体面，精神面，
認知面との関係について，共分散構造分析から解明した。その結果，加齢による日常生活
における手段的動作の低下は，ペグボードテスト（手の巧緻性を測定）や歩行シート，CS-30
（30 秒間の立ち上がりテスト）などによって測定された身体機能からの影響を直接受けて
生じていること，精神機能と認知機能の低下は有意な IADL低下をもたらさないことなどが
パス係数より明らかとなった。 
 
第4部の2つの章において，総合考察と研究の限界について言及している。冒頭に提起され
たリサーチクェスションに対して統合生理心理学的アプローチという先端的装置と機器を
駆使して得られた数多くの知見の要約を行いながら，それらの知見について，現時点でも
っとも妥当と思しき考察をいろいろな角度から加え，的確に解釈している。その論述を通
して，本研究の特色と意義がきわめて明快に伝わってきている。同時にまた，著者は自ら
の研究の限界と問題点を明らかにするとともに，今後の課題について数多く言及している。 
 以上，本論文に関する要旨からも十分に推察されるように，これまで本邦では高齢者のQOL
の向上に向けた研究と実践について，統合生理心理学的アプローチという視点からは系統
だって検討されてこなかった。この点において，著者の研究視点はきわめてユニークかつ
独創的であり，この領域における研究者を大きくリードしていると考える。我が国では高
齢社会が進む中，健康で幸福で生きがいのある老後を過ごすことの大切さ，健康寿命の延
伸が重要な政策の一つとなっている。本論文は，すぐにでも社会，家庭，地域とりわけ介
護福祉現場に還元，寄与される数多くの貴重な知見を提示しており，著者の卓越した洞察
力を示している。また，用意周到に準備された高齢者の統合生理心理学的アプローチによ
る研究と実践を包括ケアした力量は、高く評価されるべきと考える。 
 
加速度的に増加する高齢者への健康支援を明確に打ち出せないまま，我が国はこれまでの
常識では想像もつかないような医療経済社会面での不安感が蔓延している。今後ますます，
高齢者のよりよい生き方，QOLが問われてくる時代になると思われる。この意味でも，本研
究で示された高齢者のQOL向上に向けた統合生理心理学的アプローチの実践的研究と実証
的な調査研究とが果たした意義は大きい。このような新たな研究の地平を開拓した本論文
の功績はきわめて大きいと判断される。 
 
上述したように、本論文は学位論文としての条件を十二分に備えており，申し分ない。し
かしながら，その上で，あえて若干の意見を付しておく。 
 
本論文の知見はある一部の地域の高齢者を対象にした介入研究であり，調査研究である。
しかも有料老人ホームに入居している特殊な環境に暮らす高齢者を対象とした結果である。
調査方法に内在する問題点をつねに意識し，本論文が明らかにした知見の適応範囲をじゅ
うぶん認識する必要がある。例えば，フレイルの定義やサルコペニアの定義は本邦ではま
だ議論が続いており，統一的な見解が得られていない。今回の知見が，基準の違いに由来
するものなのか，あるいはたんにサンプリングによる問題を反映したものなのかなどにつ
いてさらに吟味する必要があろう。 
 
また関連して，地域在住の高齢者と施設入居者との間の社会経済的要因などによる違いを
たとえ反映した結果であったとしても，なぜそのような差異が生じるのかなどについて，
より深い分析が求められる。現時点では，著者の推測の域を越えていない解釈が多々認め
られる。高齢者の加齢にともなう身体・認知・精神機能の変化とこれら機能の構造間の相
互作用的な関連と変化に影響を及ぼす調節要因と媒介する要因をより詳細に分析する意味
でも，さらなる実証的検討が今後必要であろう。 
 
しかしながら，上記の指摘は，いずれも本論文の価値を大きく低めるものではない。本論
文の高い完成度を認めた上での，さらなる要望であると理解すべきである。よって，論文
審査の結果を表記の通りとした。 
 
